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1

人
類
は
筏い
か
だや

丸
木
舟
を
使
っ
て
海
を
渡
り
、
大
陸
か
ら

島
々
へ
と
居
住
域
を
広
げ
、
や
が
て
帆
船
や
蒸
気
船

に
よ
っ
て
国
家
間
の
物
流
や
軍
事
行
動
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

人
の
歴
史
を
語
る
上
で
、
船
と
い
う
存
在
を
抜
き
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

一
九
六
〇
年
代
に
地
中
海
で
始
ま
っ
た
水
中
発
掘
を
契
機

に
、
水
中
考
古
学
と
い
う
分
野
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
海
底
で
土
砂
に
埋
ま
っ
た
無
酸
素
環
境
で
は
、
有
機
物

で
す
ら
数
千
年
に
わ
た
っ
て
保
存
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

陸
上
で
は
得
ら
れ
な
い
考
古
資
料
が
多
く
見
つ
か
る
。
こ
の

水
中
考
古
学
の
中
で
も
、「
船
」
に
特
化
し
て
研
究
を
お
こ

な
う
分
野
が
「
船
舶
考
古
学
」
で
あ
る
。

沈
没
船
の
研
究
で
は
、
船
を
単
な
る
構
造
物
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
当
時
の
社
会
や
経
済
、
技
術
を
反
映
し
た
複
合
的

な
存
在
と
し
て
捉
え
、
①
船
体
構
造
（
テ
ク
ニ
カ
ル
）、
②
積

荷
や
武
装
（
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
）、
③
乗
組
員
の
私
物
や
食

料
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
）
な
ど
、
三
つ
の
視
点
か
ら
分
析
を
お
こ
な
う
。

ま
た
、
船
の
運
用
目
的
（
輸
送
・
軍
事
・
漁
業
・
祭
儀
な
ど
）

や
、
運
用
環
境
（
外
洋
・
沿
岸
・
河
川
・
湖
）
も
併
せ
て
検
討

す
る
こ
と
で
、
発
掘
さ
れ
た
船
の
「
形
状
の
目
的
」
と
「
技

術
」、
す
な
わ
ち
「
造
船
の
伝
統
」
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

た
と
え
ば
地
中
海
文
明
や
北
欧
の
古
代
船
は
、
外
板
を
先

に
構
築
す
る
「
シ
ェ
ル
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
」
と
い
う
方
式
で
造
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
中
世
の

ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
で
、
骨
組
み
を
先
に
造
る
「
ス
ケ
ル
ト
ン
・

フ
ァ
ー
ス
ト
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
へ
と
進
化
し
、
事

前
に
設
計
さ
れ
た
形
状
の
船
を
効
率
よ
く
造
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
。
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
は
数
学
や
幾
何
学
の
応
用
に

よ
っ
て
造
船
設
計
は
さ
ら
に
高
度
化
し
、
大
航
海
時
代
の
発

展
を
支
え
る
技
術
と
な
っ
て
い
く
。

一
方
、
日
本
に
お
け
る
船
舶
考
古
学
の
発
展
は
、
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
断
片
的
に
研
究
は
お
こ

な
わ
れ
て
き
た
が
、
陸
上
の
考
古
学
に
比
べ
る
と
制
度
的
な

基
盤
は
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
近
年
、
二
〇
一
二
年
の

元げ
ん

寇こ
う

船せ
ん

（
鷹た

か

島し
ま

神こ
う

崎ざ
き

遺い

跡せ
き

）
の
国
史
跡
指
定
や
、
二
〇
二
二

年
に
文
化
庁
が
発
行
し
た
『
水
中
遺
跡
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
な

ど
の
影
響
に
よ
り
、
水
中
考
古
学
へ
の
注
目
が
国
内
で
も
高

ま
っ
て
き
て
い
る
。

そ
の
中
で
私
が
個
人
的
に
注
目
し
て
い
る
の
が
、
江
戸

時
代
の
伝
統
的
な
輸
送
船
で
あ
る
弁べ

才ざ
い

船せ
ん

（
北き

た

前ま
え

船ぶ
ね

・
菱ひ

垣が
き

廻か
い

船せ
ん

な
ど
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
船
の
発
掘
研
究
が
進
め
ば
、

日
本
独
自
の
造
船
技
術
、
江
戸
期
の
物
流
・
経
済
シ
ス
テ
ム

や
、
そ
し
て
商
人
や
船
乗
り
た
ち
の
暮
ら
し
ぶ
り
ま
で
を
明

ら
か
に
で
き
る
だ
ろ
う
。
沈
没
船
か
ら
歴
史
を
読
み
解
く
船

舶
考
古
学
。
こ
の
分
野
に
は
、
学
術
的
な
意
義
と
同
時
に
、

人
類
と
海
と
の
関
わ
り
を
紐ひ

も

解
く
ロ
マ
ン
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

表紙
カヌーの前でクラ交易で交換
されるタカラをみせる村人。首
飾りソウラヴァと両手に持つ
腕輪ムワリ（パプアニューギニ
ア アンフレット群島ウラシ島、
1970年、福本繁樹撮影）
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巻 頭 エッセイ

2025年 9

船
を
考
古
学
す
る

山や
ま

舩ふ
ね 

晃こ
う

太た

郎ろ
う

　 

船
舶
考
古
学
者

プロフィール
1984年生まれ。テキサスA&M大学大学
院にて博士号を取得。西洋船（古代・中世・
近代）を主たる研究対象とする考古学と歴
史学のほか、水中文化遺産の3次元測量を
専門とする。現在、世界各国のさまざまな
研究機関から依頼を受け、水中遺跡の発
掘調査や学術研究の支援をおこなってい
る。合同会社アパラティス代表社員。京都
橘大学客員教授。
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右頁：貝のお宝を運ぶクラカヌーとお宝を身に着けた人びと
（パプアニューギニア トロブリアンド諸島、2011年、門田修撮影）

お宝（ブタ）を皆で舟に乗せている風景
（パプアニューギニア ミルンベイ州、
2015年、門馬一平撮影）

海域アジア・オセアニアへのサピエンス拡散地図（2022年、国立民族学博物館作成）
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ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
は
海
を
超
え

舟
と
聞
い
て
何
を
想
像
す
る
だ
ろ
う
か
？

海
や
川
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
し
、

航
海
の
も
つ
冒
険
や
ロ
マ
ン
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

も
つ
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
舟
が
運
ぶ
物

資
、
あ
る
い
は
金
銀
財
宝
と
い
っ
た
お
宝
を
想
像

す
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

舟
と
は
ヒ
ト
や
モ
ノ
を
乗
せ
、
川
や
海
と
い
っ

た
水
域
を
超
え
る
道
具
だ
。
そ
の
誕
生
は
、
人
類

史
的
に
も
、
わ
た
し
た
ち
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
以

降
だ
と
も
い
わ
れ
て
き
た
。
海
を
超
え
て
地
球
上

の
ほ
ぼ
全
域
へ
の
拡
散
に
成
功
し
た
の
は
、
わ
た

し
た
ち
サ
ピ
エ
ン
ス
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
車
や

飛
行
機
と
い
っ
た
近
現
代
の
乗
り
物
が
出
現
す
る

以
前
、
人
類
の
水
域
を
超
え
た
移
動
や
移
住
、
さ

ら
に
は
物
流
を
長
ら
く
支
え
て
き
た
の
は
舟
で

あ
っ
た
。

特
別
展
「
舟
と
人
類

―
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ

ア
の
海
の
暮
ら
し
」
で
は
、
古
く
か
ら
わ
た
し
た

ち
の
身
近
に
あ
っ
た
は
ず
の
舟
に
注
目
し
、
人
類

史
的
な
視
点
も
ふ
ま
え
て
紹
介
す
る
。
こ
こ
で
の

「
舟
」
は
広
義
で
は
水
上
の
運
搬
具
や
乗
り
物
、

狭
義
に
は
筏い

か
だや
カ
ヌ
ー
な
ど
比
較
的
小
型
で
素
材

の
加
工
度
が
シ
ン
プ
ル
な
乗
り
物
の
こ
と
。
構
造

船
な
ど
材
を
組
み
合
わ
せ
て
大
型
化
し
た
乗
り
物

は
「
船
」
と
よ
ん
で
い
る
。

お
宝
は
海
の
向
こ
う
か
ら

舟
に
ま
つ
わ
る
イ
メ
ー
ジ
が
多
様
な
な
か
、
本

特
集
で
は
「
舟
と
お
宝
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

古
来
よ
り
日
本
列
島
や
オ
セ
ア
ニ
ア
の
島
々
に
は
、

お
宝
や
豊ほ

う

穣じ
ょ
うは
海
の
向
こ
う
か
ら
来
る
と
い
う
信

仰
が
存
在
し
て
き
た
。
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
うの
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
信

仰
や
日
本
の
恵え

比び

寿す

信
仰
は
好
事
例
だ
。
五
穀
豊

穣
や
商
売
繁
盛
の
神
様
と
し
て
有
名
な
恵
比
須
様

は
、
釣
り
竿ざ

お

と
鯛た
い

を
抱
え
る
姿
か
ら
も
、
そ
の
源

泉
が
海
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

海
の
向
こ
う
か
ら
来
る
お
宝
の
う
ち
、
舟
に
ち

な
む
お
宝
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
オ
セ
ア
ニ

ア
で
は
、
コ
コ
ヤ
シ
や
黒
曜
石
を
舟
で
運
び
続
け

る
こ
と
で
、
数
個
の
ヤ
シ
や
一
塊
の
石
が
一
頭
の

ブ
タ
に
変
わ
っ
た
り
、
特
定
の
貝
製
品
や
土
器
が

グ
ル
グ
ル
と
島
か
ら
島
へ
と
運
ば
れ
た
り
す
る
な

か
で
、
人
と
人
が
つ
な
が
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
で
も
船
に
よ
っ
て
人
と
人
と
つ
な

が
り
、
そ
こ
に
豊
穣
や
成
功
が
つ
い
て
く
る
。
舟

そ
の
も
の
が
お
宝
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
映
画
「
パ

イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
」で
有
名
な
ジ
ャ
ッ

ク
・
ス
パ
ロ
ウ
船
長
も
、
自
分
の
船
を
獲
得
す
る

の
に
大
奮
闘
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

人
類
史
の
グ
ラ
ン
ド
ラ
イ
ン

世
界
的
な
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
漫
画
『O

N
E 

PIEC
E

』
も
海
賊
の
話
だ
。
し
か
し
、
そ
の
主
題

は
お
宝
そ
の
も
の
よ
り
、
ル
フ
ィ
た
ち
の
航
海
に

よ
っ
て
次
々
に
生
ま
れ
る
人
と
人
の
つ
な
が
り
に

あ
る
よ
う
だ
。
い
や
、
つ
な
が
り
こ
そ
が
お
宝
な

の
だ
。

な
お
、
彼
ら
が
航
海
す
る
偉
大
な
る
航
路
＝
グ

ラ
ン
ド
ラ
イ
ン
は
、
世
界
を
一
周
す
る
航
路
で
あ
る
。

そ
れ
は
わ
た
し
た
ち
サ
ピ
エ
ン
ス
が
舟
に
よ
り
南

太
平
洋
の
果
て
に
あ
る
ハ
ワ
イ
諸
島
や
イ
ー
ス
タ
ー

島
へ
と
た
ど
り
着
き
、
世
界
各
地
の
移
住
に
成
功

し
た
人
類
史
に
お
け
る
グ
ラ
ン
ド
ラ
イ
ン
に
も
重

ね
ら
れ
そ
う
だ
。

舟
と
タ
カ
ラ
の
航
海
へ
、
い
ざ
出
航
だ
！

舟
の
お
宝

グ
ラ
ン
ド
ラ
イ
ン

小お

野の 

林り
ん

太た

郎ろ
う

　 

民
博 

教
授

最初の人は舟で来た。
舟あってこそ人の営み。
カミも、情報も、モノも海からやって来る。
そしてタカラも。
しかし、タカラってなに？
さあ、タカラ探しに出帆しよう！

特集 舟だ！ タカラだ！
特別展
舟と人類―アジア・オセアニアの海の暮らし

会期：2025年9月4日（木）〜12月9日（火）
場所：特別展示館
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タパ（樹皮布） ガトゥ・ラウニマ
タパづくり専用の小屋に15名があつまり、一日がかりでガトゥ・ラウニマ（約5×30メートル）を構
成した。トンガではタパのことをタカラを意味する「コロア」とよぶ（トンガ、1982年） 土器 ワエガ

7種ある土器の種類のうちのアイデデヤ。クラ交易によってマッシム地方一帯に伝えら
れ、トロブリアンド島では婚資ともなる。最大径60センチメートル、高さ29センチメートル
（パプアニューギニア アンフレット群島ウラシ島産、1970年収集、個人蔵、来田猛撮影）

パンダナス布の貨幣 シゴ・ンガフガフル
全長約82メートル。アンバエ島に5種あるパンダナス布の貨幣のうち
もっとも価値の高いもの。先端の約3メートルは棒締め染め技法によ
り赤い文様が染められている。1982年の結婚式の婚資とされた
（ヴァヌアツ アンバエ島、1982年収集、個人蔵）

貝貨 タフリアエ
全長440センチメートル、約3万個の赤白黒の貝のビーズ、
イルカ歯、堅果の殻などを10連に束ねている
（ソロモン諸島 マライタ島西北部、1990年収集、個人蔵）

ブタ牙
ヴァヌアツの国旗にもデザインされている伝統の
タカラ。2回転したブタ牙はきわめて貴重である
（ヴァヌアツ ヴァオ島産、1973年）

羽毛貨 トアウ
完成した羽毛貨トアウをみせるメロボ氏、約300羽のミツスイの
赤い羽毛が約10メートルの帯に貼りめぐらされている。撮影当時は
3名が伝統の製作法を伝えていた
（ソロモン諸島 サンタクルーズ諸島ネンド島、1973年）

も
っ
た
い
ぶ
っ
て
気
前
よ
く

オ
セ
ア
ニ
ア
に
は
ど
の
民
族
に
も
独
自
の
タ
カ

ラ
が
あ
る
。
タ
カ
ラ
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
貝
を

加
工
し
た
も
の
、
ブ
タ
・
イ
ヌ
・
イ
ル
カ
・
ク
ジ

ラ
な
ど
の
歯
牙
、
巨
大
な
タ
パ
（
樹
皮
布
）、
長
大

な
パ
ン
ダ
ナ
ス
布
、
赤
い
羽
毛
の
帯
な
ど
な
ど
、

地
域
や
民
族
集
団
に
よ
っ
て
多
種
多
様
、
そ
れ
ぞ

れ
珍
妙
、
奇
想
天
外
な
造
形
で
あ
る
。

タ
カ
ラ
は
、
私
蔵
す
る
も
の
で
は
な
く
、
儀
礼

的
手
続
き
に
よ
っ
て
贈
与
す
る
も
の
、
お
も
い
っ

き
り
気
前
よ
く
、
も
っ
た
い
ぶ
っ
て
村
び
と
に
ふ

る
ま
う
も
の
だ
。
ケ
チ
は
軽
蔑
の
対
象
と
な
り
、

気
前
の
よ
さ
は
、
ビ
ッ
グ
マ
ン
と
し
て
の
威
信
を

獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

ど
の
タ
カ
ラ
も
、
膨
大
な
情
熱
と
労
力
、
高
度

な
技
術
で
つ
く
ら
れ
る
伝
統
の
品
々
で
、
美
し
く
、

洗
練
さ
れ
、
妙
味
が
あ
る
。
タ
カ
ラ
は
う
や
う
や

し
く
捧さ

さ

げ
、
か
ざ
し
、
展
示
す
る
も
の
で
、
多
く

は
飾
り
や
装
身
具
に
も
な
り
、

人
び
と
か
ら
羨
望
・
称
賛
・
昂こ

う

奮ふ
ん

・
敬
愛
を
あ
つ

め
る
。
タ
カ
ラ
は
衣
食
住
の
実
用
品
か
ら
か
け
離

れ
た
形
状
と
な
り
、
人
び
と
を
夢
中
に
さ
せ
、
社

会
を
活
気
づ
け
る
。
そ
ん
な
タ
カ
ラ
は
日
常
生
活

の
「
用
」
を
旨
と
す
る
民
具
と
い
う
よ
り
、
ア
ー

ト
作
品
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。

タ
カ
ラ
の
は
じ
ま
り

オ
セ
ア
ニ
ア
に
近
年
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
タ

カ
ラ
の
文
化
の
様
相
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
祖
先

の
歴
史
に
お
い
て
も
早
く
か
ら
同
様
の
文
化
が
発

達
し
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
す
る
。
初
期
の

サ
ピ
エ
ン
ス
が
す
で
に
集
団
で
暮
ら
し
て
い
た
可

能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
頭
脳
の
発
達
し
た
人

び
と
が
長
き
に
わ
た
っ
て
集
団
で
危
機
を
の
り
こ

え
て
き
た
の
は
、
食
料
の
確
保
や
生
活
の
知
恵
の

せ
い
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。「
社
会
的
（
ポ
リ
ス

的
）
動
物
」（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
）、「
感
情
の
動
物
」

（
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
）
と
い
わ
れ
る
人
間
が
、
自
然

や
社
会
環
境
の
な
か
で
争
い
も
ほ
ど
ほ
ど
に
う
ま

く
や
っ
て
ゆ
く
に
は
、
文
化
を
用
い
た
調
整
が
必

要
だ
。
タ
カ
ラ
を
と
り
ま
く
文
化
が
そ
の
機
能
を

は
た
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
こ
で
視
点
を
中
国
に
移
す
と
、「
寶（
宝
）・
財
・

貨
・
幣
」
な
ど
の
漢
字
は
、
元
来
の
タ
カ
ラ
を
伝

え
る
。『
新
漢
語
林
』（
大
修
館
書
店
）
な
ど
に
よ

る
と
、「
寶
」
は
屋
根
の
な
か
に
玉
と
缶
（
ほ
と
ぎ
、

土
器
）
と
貝
が
安
置
さ
れ
て
い
る
さ
ま
を
あ
ら
わ
す
。

「
幣
」
に
は
「
神
に
供
え
さ
さ
げ
る
布
、
贈
り
物
、

タ
カ
ラ
、
貨
幣
」
の
意
が
あ
る
。
貝
は
タ
カ
ラ
を

代
表
す
る
も
の
だ
っ
た
。
貝
を
部
首
と
す
る
漢
字

の
解
説
を
見
る
と
、「
贈
、
賜
、
賓
、
貢
、
贄
、
贐
」

な
ど
は
タ
カ
ラ
が
贈
り
物
で
あ
っ
た
こ
と
、「
賞
、
賛
、

貴
、
賀
、
賑
、
賢
」
な
ど
は
タ
カ
ラ
が
威
信
を
獲

得
す
る
手
段
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
の
こ
と
は

オ
セ
ア
ニ
ア
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
タ
カ
ラ
の
文
化

の
あ
り
さ
ま
と
も
共
通
し
て
い
る
。

タ
カ
ラ
の
文
化  

マ
ネ
ー
の
文
化

オ
セ
ア
ニ
ア
に
は
、シ
ェ
ル
マ
ネ
ー（
貝
貨
）、フ
ェ

ザ
ー
マ
ネ
ー
（
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ
諸
島
の
羽
毛
貨
）、

マ
ッ
ト
マ
ネ
ー
（
ヴ
ァ
ヌ
ア
ツ
の
パ
ン
ダ
ナ
ス
布
の

貨
幣
）
な
ど
と
、「
マ
ネ
ー
」
と
よ
ば
れ
る
タ
カ
ラ

が
あ
る
。
し
か
し
タ
カ
ラ
と
マ
ネ
ー
は
似
て
非
な

る
も
の
で
、「
マ
ネ
ー
」
の
よ
び
名
は
誤
解
を
招
く
。

民
族
集
団
に
よ
っ
て
異
な
る
タ
カ
ラ
に
比
し
て
、

マ
ネ
ー
す
な
わ
ち
流
通
貨
幣
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

対
応
し
て
、
交
換
・
価
値
の
尺
度
・
貯
蔵
に
あ
て

が
わ
れ
る
。
タ
カ
ラ
の
歴
史
は
古
く
、
マ
ネ
ー
の

歴
史
は
ご
く
新
し
い
。
世
界
で
は
、
贈
与
と
威
信

を
め
ぐ
る
タ
カ
ラ
の
文
化
よ
り
、
収
奪
と
支
配
力

を
め
ぐ
る
マ
ネ
ー
の
文
化
が
一
気
に
優
勢
と
な
っ
た
。

島
の
タ
カ
ラ
と
ア
ー
ト
の
始
原福ふ

く

本も
と 

繁し
げ

樹き

　 

美
術
家
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船体の板材に墨付けをおこなう船大工（2022年）

バンティランでの船づくり（2019年）

船体の肋材（ろくざい）を加工する船大工（2022年）

右頁：タナベルの海岸線に立ち並ぶバンティラン（造船所）（2022年）
　　 （写真はすべてインドネシア 南スラウェシ）

ピ
ニ
シ
を
つ
く
る
船
大
工

ピ
ニ
シ
を
つ
く
る
船
大
工
に
と
っ
て
、
タ
カ
ラ

は
人
と
の
つ
な
が
り
で
あ
る
。
こ
の
大
型
船
は
、

五
～
一
〇
人
程
度
の
船
大
工
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ

る
。
新
し
い
注
文
が
入
る
と
、
バ
ン
テ
ィ
ラ
ン
の

プ
ン
ガ
ワ
（
棟と
う

梁り
ょ
う）
は
、
サ
ウ
ィ
と
よ
ば
れ
る
船

大
工
を
集
め
る
。
彼
ら
は
数
カ
月
、
長
い
と
き
は

数
年
に
わ
た
り
、
バ
ン
テ
ィ
ラ
ン
で
の
造
船
作
業

に
従
事
す
る
。
船
が
完
成
す
る
と
、
大
工
た
ち
は

次
の
仕
事
を
探
し
て
別
の
バ
ン
テ
ィ
ラ
ン
に
移
る
。

と
き
に
は
地
区
を
超
え
た
県
や
州
に
出
張
大
工
と

し
て
出
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。

プ
ン
ガ
ワ
に
と
っ
て
も
、
サ
ウ
ィ
に
と
っ
て
も
、

人
と
の
つ
な
が
り
は
重
要
だ
。
新
規
の
注
文
は
ほ

と
ん
ど
の
場
合
、
親
戚
や
同
業
者
ら
を
介
し
た
「
人

の
紹
介
」
に
よ
る
。
ま
た
、
船
大
工
を
集
め
る
と

き
も
「
人
の
つ
な
が
り
」
で
集
め
る
。
あ
る
棟
梁
は
、

一
緒
に
働
く
大
工
が
、「
い
と
こ
」、「
妻
の
弟
」、

「
姪め

い

の
夫
の
知
り
あ
い
」
だ
と
言
う
。
あ
る
大
工

た
ち
か
ら
は
、「
知
人
に
誘
わ
れ
て
パ
プ
ア
に
一
年

大
型
船
を
つ
く
り
に
行
っ
た
」
と
か
、「
一
〇
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
他
県
に
毎
年
働
き
に
行
く
」

と
い
っ
た
話
を
聞
く
。
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
の
船
は
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
。

機
嫌
よ
く
働
く
こ
と

タ
ナ
ベ
ル
の
造
船
現
場
で
は
、
も
め
ご
と
や
喧け
ん

嘩か

は
忌
避
さ
れ
る
。
新
人
大
工
が
も
た
つ
い
て
も
、

少
し
不
器
用
な
大
工
が
い
て
も
、
彼
ら
を
責
め
た
り
、

怒
っ
た
り
は
し
な
い
。
船
大
工
た
ち
は
、
想
定
外

の
こ
と
が
お
こ
っ
て
も
淡
々
と
対
処
し
、
木
を
刻
み
、

板
材
を
組
み
、
釘く

ぎ

を
打
ち
込
み
、
船
を
つ
く
っ
て

い
く
。

「
気
」
は
船
に
移
る
。
現
地
の
こ
と
ば
で
は
ハ
テ
ィ

と
い
い
、
心
を
意
味
す
る
。
大
工
た
ち
の
「
悪
い

気
」
が
移
る
と
、
船
は
進
水
し
な
か
っ
た
り
、
転

覆
し
た
り
す
る
と
い
う
。
た
し
か
に
船
づ
く
り
の

腕
が
い
い
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
じ

く
ら
い
大
事
な
こ
と
は
「
機
嫌
よ
く
働
く
こ
と
」

で
あ
る
。
現
場
の
「
良
い
気
」
が
、
良
い
船
を
つ

く
る
の
だ
。

こ
の
こ
と
は
、
人
が
人
を
つ
な
ぎ
、
新
し
い
仕

事
を
生
み
出
す
機
会
に
も
な
る
。
モ
ノ
は
、
重
層

的
な
社
会
関
係
の
結
晶
だ
。
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
の
船

大
工
に
と
っ
て
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
こ
そ
が
タ

カ
ラ
で
あ
る
。
タ
ナ
ベ
ル
の
タ
カ
ラ
が
、
今
日
も

船
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

「
ピ
ニ
シ
」
の
ふ
る
さ
と

船
は
人
や
も
の
を
運
ぶ
だ
け

で
は
な
い
。
船
は
人
と
人
と
を

つ
な
い
で
き
た
。
大
ス
ン
ダ
列

島
の
ひ
と
つ
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
の
南
部
は
、

エ
ン
ジ
ン
（
発
動
機
）
と
帆
を

備
え
た
木
造
機き

帆は
ん

船せ
ん
「
ピ
ニ
シ
」

の
ふ
る
さ
と
だ
。

ピ
ニ
シ
は
大
き
い
。
地
域
の

島
々
を
む
す
ぶ
こ
の
船
は
、
現

在
は
貨
物
船
と
し
て
よ
り
も
観

光
船
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
全
長

二
〇
～
三
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ

る
数
百
ト
ン
級
の
船
だ
。

南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
南
東
端
の
タ

ナ
ベ
ル
地
区
は
、
遠
浅
の
海
岸

線
に
バ
ン
テ
ィ
ラ
ン
と
よ
ば
れ
る
造
船
所
が
立
ち

並
ぶ
。
小
型
の
漁
船
や
運
搬
船
も
あ
る
が
、
そ
の

な
か
で
も
と
り
わ
け
大
き
な
ピ
ニ
シ
は
、
間
近
で

見
る
と
、
反
り
立
つ
壁
の
よ
う
な
迫
力
が
あ
る
。

船
を
つ
く
り
、タ
カ
ラ
を
つ
な
ぐ

明
み
ょ
う

星じ
ょ
う

 

つ
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こ
　 

東
洋
大
学 

日
本
学
術
振
興
会 

特
別
研
究
員
P‌

D

舟だ！ タカラだ！特集



9 2025.9 82025.9

シアシ諸島のカヌー
出典：Haddon, A. C. and James Hornell Canoes of Oceania, Vol 2: The 
Canoes of Melanesia, Queensland, and New Guinea.  B.P. Bishop Museum, 
Special Publication 28 (1937) Figure 96

黒曜石の露頭（パプアニューギニア ニューブリテン島 タラセア、2003年）

ニューブリテン島

パプアニューギニア本島

シオ

ギトゥア シアシ諸島

ウンボイ島ウンボイ島
ウィラウメズ半島

タラセア（黒曜石の産地）

ニューアイルランド島

カリンギ

ヴィシアズ海峡

ココヤシ6～12個（シアシ諸島）

↓

壺3個（シオ／ギトゥア）

↓

黒曜石1塊（ニューブリテン島）

↓

壺10個（シオ）

↓

ブタ1頭（ニューブリテン島）

シアシ諸島民の交易例

参考文献：Harding, Thomas G. 1967 Voyagers of the Vitiaz Strait: A Study of 
a New Guinea Trade System.  (American Ethnological Society. Monograph 
44), Seattle and London: University of Washington Press.

(Harding, 1967, p. 139)

黒
曜
石
の
産
地
タ
ラ
セ
ア

パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
国
の
東
方
海
上
に
浮

か
ぶ
、
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
の
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島

は
九
州
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
を
も
つ
島
で
あ
る
。
そ

の
中
央
部
か
ら
北
岸
の
ウ
ィ
ラ
ウ
メ
ズ
半
島
東
岸

の
タ
ラ
セ
ア
地
方
は
オ
セ
ア
ニ
ア
を
代
表
す
る
黒

曜
石
の
産
地
で
あ
る
。
黒
曜
石
の
剝
片
は
金
属
器

が
入
る
ま
で
、
利
器
、
入
れ
墨
彫
り
針
、
ひ
げ
剃そ

り
な
ど
に
使
わ
れ
た
ほ
か
、
高
度
な
剥
離
技
術
を

用
い
て
作
ら
れ
た
尖せ

ん

頭と
う

器き

は
象
徴
財
と
し
て
も
扱

わ
れ
た
。

火
山
の
噴
煙
の
匂
い
が
立
ち
込
め
る
タ
ラ
セ
ア

を
筆
者
が
二
〇
〇
三
年
に
訪
れ
た
と
き
、
黒
曜
石

の
露
頭
を
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で

は
人
頭
大
の
原
石
が
採
掘
さ
れ
る
と
親
族
間
の
贈

答
の
か
た
ち
で
最
初
の
移
動
が
始
ま
り
、
半
島
内

で
は
黒
曜
石
を
一
品
目
に
し
て
、
染
料
や
種
々
の

道
具
な
ど
を
交
換
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
達
し

て
い
た
。
黒
曜
石
が
半
島
の
付
け
根
ま
で
く
る
と
、

島
北
岸
で
は
異
な
っ
た
民
族
集
団
が
仲
買
人
と

な
っ
て
、
リ
レ
ー
式
（
直
線
的
）
に
、
東
は
ニ
ュ
ー

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
方
面
、
西
は
ヴ
ィ
シ
ア
ズ
海
峡
方

面
に
交
易
さ
れ
る
。
黒
曜
石
と
は
逆
方
向
に
種
々

の
物
資
、
東
か
ら
貝
ビ
ー
ズ
、
西
か
ら
は
土
器
な

ど
が
流
れ
て
く
る
。

シ
ア
シ
諸
島
民
の
海
上
交
易

島
西
端
の
ヴ
ィ
シ
ア
ズ
海
峡
ま
で
黒
曜
石
が
運

ば
れ
る
と
、
専
門
的
海
上
交
易
民
の
シ
ア
シ
諸
島

民
が
や
っ
て
く
る
。
彼
ら
は
小
さ
な
離
島
に
住
む

民
で
あ
り
、
交
易
用
の
カ
ヌ
ー
船
体
を
作
る
の
に

用
い
る
木
も
近
隣
の
大
き
な
島
の
ウ
ン
ボ
イ
か
ら

交
換
で
得
て
い
た
。
し
か
し
彼
ら
は
大
型
の
ア
ウ

ト
リ
ガ
ー
カ
ヌ
ー
を
操
っ
て
、
こ
の
地
の
交
易
を

牛
耳
っ
て
い
た
。
例
え
ば
こ
の
海
峡
周
辺
の
人
び

と
は
シ
ア
シ
諸
島
民
か
ら
婚
資
に
必
要
な
物
資
を

得
ら
れ
な
い
と
結
婚
も
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
本
島
で
言
語
系
統
の
異

な
る
集
団
と
の
あ
い
だ
で
は
、
沈
黙
交
易
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
そ
れ
は
こ
と
ば
を
介
さ
ず
、
相
手
の

持
っ
て
き
た
品
に
満
足
し
た
場
合
は
、
こ
ち
ら
の

品
を
置
い
て
行
く
よ
う
な
交
易
で
あ
る
。

コ
コ
ヤ
シ
が
壺
に
な
り
、
壺
が
…
…

さ
て
、
シ
ア
シ
諸
島
で
コ
コ
ヤ
シ
を
一
二
個
採
っ

た
と
す
る
。
そ
れ
を
本
島
の
土
器
製
作
村
に
持
っ

て
行
き
、
壺つ

ぼ

三
個
と
交
換
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
を

カ
ヌ
ー
に
積
ん
で
海
峡
を
渡
り
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ

ン
島
の
西
端
の
カ
リ
ン
ギ
に
行
く
。
島
で
は
土
器

は
作
ら
な
い
の
で
、
カ
リ
ン
ギ
村
の
民
は
黒
曜
石

の
塊
を
差
し
出
す
。
シ
ア
シ
諸
島
民
は
そ
れ
を
積

ん
で
ま
た
本
島
に
行
く
。
本
島
で
は
黒
曜
石
は
採

れ
な
い
の
で
今
度
は
壺
一
〇
個
と
交
換
で
き
、
そ

れ
を
積
ん
で
再
び
カ
リ
ン
ギ
に
行
く
と
、
ブ
タ
一

頭
が
差
し
出
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
黒
曜
石
も
ブ

タ
も
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
産
で
あ
る
が
、
シ
ア
シ

諸
島
民
は
結
局
、
コ
コ
ヤ
シ
か
ら
壺
と
黒
曜
石
を

経
て
、
マ
ジ
ッ
ク
の
よ
う
に
ブ
タ
を
一
頭
手
に
入

れ
る
の
で
あ
る
。

本
島
で
は
海
岸
の
土
器
製
作
村
に
内
陸
か
ら
徒

歩
で
交
易
人
が
や
っ
て
く
る
。
彼
ら
は
内
陸
の
産

物
と
黒
曜
石
を
交
換
す
る
。
こ
の
過
程
で
人
頭
ほ

ど
あ
っ
た
黒
曜
石
の
塊
か
ら
は
剝
片
が
剝
離
さ
れ

て
次
第
に
小
さ
く
な
り
、
最
後
は
一
片
の
か
け
ら

と
な
っ
て
旅
の
終

し
ゅ
う

焉え
ん

を
迎
え
る
の
だ
。

後ご

藤と
う 

明
あ
き
ら

　 

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所 

学
術
顧
問

黒
曜
石
が
ブ
タ
に
な
る

！？

舟だ！ タカラだ！特集



11 2025.9 102025.9
牛皮舟（中国 チベット自治区、H0202967）
アザラシ皮製カヤック（グリーンランド、H0025427）

作：大
おお

林
ばやし

 龍
たつ

矢
や

　漫画家

舟だ！ タカラだ！特集



回覧板

13 2025.9 122025.9

特
別
展

舟
と
人
類

―
ア
ジ
ア・オ
セ
ア
ニ
ア
の
海
の
暮
ら
し

人
類
史
に
お
い
て
舟
や
カ
ヌ
ー
の
出
現
と

そ
の
本
格
的
な
利
用
は
、わ
た
し
た
ち
ホ

モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
以
降
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
本
特
別
展
で
は
人
類
史
的
な
視
点

も
ふ
ま
え
つ
つ
、本
館
が
所
蔵
し
て
き
た

ア
ジ
ア
や
オ
セ
ア
ニ
ア
の
海
域
世
界
に
お

け
る
多
様
な
舟
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期 

9
月
4
日（
木
）〜
12
月
9
日（
火
）

会
場 

特
別
展
示
館

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

研
究
公
演

マ
オ
リ
の
伝
統
芸
能 

カ
パ
ハ
カ

日
時 

9
月
27
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時

40
分（
開
場
12
時
30
分
）

会
場 

み
ん
ぱ
く
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ホ
ー

ル（
講
堂
）

定
員 

4
0
0
名

出
演
　N

gā H
au E W

hā

（
ナ・ハ
ウ・エ・フ
ァ
）

解
説 

小
杉
世（
大
阪
大
学 

教
授
）、土
井

冬
樹
（
天
理
大
学 

講
師
）、
ピ
ー

タ
ー
・
マ
シ
ウ
ス（
本
館 

名
誉
教
授
）

司
会 

小
野
林
太
郎（
本
館 

教
授
）

参
加
費
　
要
展
示
観
覧
券（
一
般
7 

8 

0
円
、

特
別
展
を
ご
覧
に
な
る
場
合
は
一

般
1 

2 

0 

0
円
）

※
イ
ベ
ン
ト
参
加
費
は
不
要

※
事
前
申
込
制（
1
回
に
つ
き
本
人
を
含

む
2
名
の
応
募
が
可
能
）、先
着
順

※
事
前
申
込
の
方
へ
、当
日
12
時
30
分
か

ら
本
館
2
階
会
場
前
に
て
展
示
観
覧
券

を
確
認
後
、入
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
受
付
期
間
中
に
定
員
に
満
た
な
い
場
合

の
み
当
日
参
加
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

▼
一
般
受
付
　

9
月
24
日（
水
）ま
で

※
友
の
会
先
行
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
。

研
究
公
演
翌
日
に
も
、ナ・ハ
ウ・エ・フ
ァ
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
決
定
し
ま
し
た
！

日
時 

9
月
28
日（
日
）11
時
15
分
〜
30
分

場
所 

本
館
玄
関
前
広
場（
雨
天
時
は
本

館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
カ
ヌ
ー
模
型
を

作
っ
て
帆
走
さ
せ
よ
う
！

日
時 

10
月
11
日（
土
）13
時
〜
15
時
30
分

会
場 

本
館
2
階
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室
、

 

特
別
展
示
館
ほ
か

講
師 

小
野
林
太
郎（
本
館 

教
授
）、み
ん

ぱ
く
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

定
員 

12
名

【
申
込
期
間
】
9
月
4
日（
木
）〜
10
月
7
日（
火
）

※
事
前
申
込
制
、イ
ベ
ン
ト
参
加
費
は
不
要
、

要
特
別
展
示
観
覧
券（
一
般
1 

2 

0 

0
円
）

※
詳
細
は
二
次
元
コ
ー
ド

（
Q 

R
）か
ら
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
ド
ゥ
ー
ラ
島

の
舟
模
型
を
工
作
し
よ
う
！

日
時 

10
月
12
日（
日
）①
10
時
30
分
〜
13

時
②
14
時
〜
16
時
30
分

会
場 

本
館
2
階
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室
、

 

特
別
展
示
館
ほ
か

講
師 

小
野
林
太
郎（
本
館 

教
授
）、ジ
ャ

カ
ル
タ
海
洋
博
物
館
ス
タ
ッ
フ

定
員 

各
回
15
名

【
申
込
期
間
】
9
月
4
日（
木
）〜
10
月
7
日（
火
）

※
事
前
申
込
制
、イ
ベ
ン
ト
参
加
費
は
不
要
、

要
特
別
展
示
観
覧
券（
一
般
1 

2 

0 

0
円
）

※
詳
細
は
二
次
元
コ
ー
ド

（
Q 

R
）か
ら
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

エ
ア
ド
ー
ム
に
よ
る
星
の
航
海

―
オ
セ
ア
ニ
ア
の
伝
統
航
海

日
時 

10
月
18
日（
土
）、
10
月
19
日（
日
）、

12
月
6
日（
土
）、
12
月
7
日（
日
）

①
11
時
〜
12
時
②
13
時
〜
14
時

 

③
15
時
〜
16
時

会
場 

本
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、

本
館
2
階
セ
ミ
ナ
ー
室

講
師 

小
野
林
太
郎（
本
館 

教
授
）

 

後
藤
明（
喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学

研
究
所
・
学
術
顧
問
）

定
員 

各
回
20
名

※
事
前
申
込
制
、イ
ベ
ン
ト
参
加
費
は
不
要

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

海
の
暮
ら
し
と
バ
ス
ケ
タ
リ
ー

―
月
桃
ガ
ン
シ
ナ
ー
づ
く
り

ア
ジ
ア
や
オ
セ
ア
ニ
ア
の
島
々
で
は
、さ

ま
ざ
ま
な
植
物
を
素
材
に
し
た
バ
ス
ケ
タ

リ
ー
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
月
桃
を
素
材

に
ガ
ン
シ
ナ
ー（
沖
縄
の
伝
統
行
事
な
ど

で
頭
に
の
せ
て
物
を
運
ぶ
敷
物
）を
つ
く

る
こ
と
を
と
お
し
て
、海
の
暮
ら
し
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

日
時 

11
月
1
日（
土
）、
2
日（
日
）

 

13
時
〜
16
時（
受
付
開
始
12
時
30
分
）

会
場 

本
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、

特
別
展
示
館

講
師 

小
野
林
太
郎（
本
館 

教
授
）

指
導 

池
原
美
智
子（
石
垣
島 

や
ち
む
ん

館
工
房 

館
長
）、石
塚
輝
美（
石
垣

島 

や
ち
む
ん
館
工
房 

ス
タ
ッ
フ
）

定
員 

各
回
10
名

対
象 

小
学
5
年
生
以
上
推
奨
、小
学
4

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

参
加
費
　

5 

0 

0
円
、要
特
別
展
示
観
覧

券（
一
般
1 

2 

0 

0
円
。
た
だ
し
、

高
校
生
以
下
は
展
示
観
覧
券
不
要
）

持
ち
物
　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、タ
オ
ル

【
申
込
期
間
】

9
月
24
日（
水
）10
時
〜
10
月
8
日（
水
）

※
事
前
申
込
制（
抽
選
制
、
1
回
に
つ
き
1

名
の
応
募
が
可
能
）

企
画
展

フ
ォ
ル
モ
サ∞
ア
ー
ト

―
台
湾
の
原
住
民
藝
術
の
現い
在ま

オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
系
先
住
民
族
の
台
湾

原
住
民
族
は
、口
承
や
歌
謡
、衣
服
や
道
具

の
造
形
を
と
お
し
て
自
ら
の
文
化
を
伝
え

て
き
ま
し
た
。
そ
の
営
み
は
現
在
、大
地
と

大
海
原
の
聲（
こ
え
）を
聴
き
、森
羅
万
象

の
生
命
を
尊
び
、美
を
解
放
す
る
原
住
民

族
ア
ー
ト
と
し
て
も
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

伝
統
の
継
承
を
重
ん
じ
な
が
ら
、新
た
な

創
造
の
営
み
に
取
り
組
む
芸
術
家
た
ち
の

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期 

9
月
18
日（
木
）〜
12
月
16
日（
火
）

会
場 

本
館
企
画
展
示
場

み
ん
ぱ
く
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

（
M
M
P
）の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

点
字
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時 

9
月
13
日（
土
）、
10
月
11
日（
土
）

 

12
時
〜
15
時
30
分（
最
終
受
付
15
時
）

会
場 

本
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

※
申
込
不
要
、参
加
無
料
、当
日
随
時
受
付

描
き
書
き
@
み
ん
ぱ
く

―
世
界
の
衣
装
―

日
時 

9
月
15
日（
月
・
祝
）10
時
30
分
〜

15
時
30
分（
最
終
受
付
15
時
）

会
場 

本
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

※
申
込
不
要
、参
加
無
料
、当
日
随
時
受
付

「
西
ア
フ
リ
カ
の
お
話
し
会
」の
公
演

日
時 

9
月
15
日（
月
・
祝
）①
11
時
30
分

〜
12
時
②
13
時
30
分
〜
14
時

会
場 

本
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

※
申
込
不
要
、参
加
無
料
、当
日
随
時
受
付

ア
ラ
ビ
ア
語
公
教
育
1
0
0
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト

ア
ラ
ビ
ア
語
が
つ
な
ぐ

日
本
と
ア
ラ
ブ
世
界

日
時 

9
月
21
日（
日
）13
時
30
分
〜
16
時

10
分（
開
場
13
時
）

会
場 

み
ん
ぱ
く
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ホ
ー

ル（
講
堂
）

定
員 

4
0
0
名

【
演
目
】

詩
と
語
劇
　
大
阪
大
学
ア
ラ
ビ
ア
語
専
攻
生

ウ
ー
ド
演
奏
　
常
味
裕
司（
ウ
ー
ド
奏
者
）

対
談 

ア
リ
ー
・
ビ
ン
・
タ
ミ
ー
ム（
ア
ブ

ダ
ビ
・
ア
ラ
ビ
ア
語
セ
ン
タ
ー
長
）

 

本
田
孝
一（
ア
ラ
ビ
ア
書
道
家
）

※
事
前
申
込
制
、先
着
順

※
一
部
、ア
ラ
ビ
ア
語
同
時
通
訳
あ
り

【
申
込
期
間
】　
9
月
16
日（
火
）ま
で

お
申
し
込
み
先

国
立
民
族
学
博
物
館
友
の
会

（
千
里
文
化
財
団
）

フ
ォ
ー
ラ
ム
型
人
類
文
化
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開

1
件
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
館
外
公
開
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

  ﹁
ア
ン
デ
ス
の
祭
り
と
コ
ン
パ
ル
サ
﹂

http
s://ifm

.m
inp

aku.
ac.jp

/and
es/

み
ん
ぱ
く
日
蘭
交
流
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

博
物
館
の
国
際
研
修

―
文
化
を
め
ぐ
る
包
摂
的
か
つ
協
働

的
な
活
動
の
可
能
性

日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
で
実
施
し
て
き
た
博
物

館
の
国
際
研
修
に
着
目
し
、「
研
修
す
る
側
」

と「
研
修
を
受
け
る
側
」の
垣
根
を
越
え
た
、

博
物
館
の
新
た
な
連
携
の
在
り
方
に
つ
い

て
議
論
を
深
め
ま
す
。

日
時 

10
月
4
日（
土
）10
時
〜
16
時
40
分

 

（
開
場
9
時
30
分
）

開
場 

み
ん
ぱ
く
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ホ
ー

ル（
講
堂
）

定
員 

3
5
0
名

言
語 

日
英
同
時
通
訳

主
催 

国
立
民
族
学
博
物
館
、オ
ラ
ン
ダ
文

化
遺
産
庁
、オ
ラ
ン
ダ
王
国
大
使
館

※
事
前
申
込
制
、参
加
無
料

※
オ
ン
ラ
イ
ン（
ラ
イ
ブ
配
信
）で
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す（
定
員
5 

0 

0
名
）。

【
申
込
期
間
】　
9
月
26
日（
金
）ま
で

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

日
蘭
交
流
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
博
物

館
の
国
際
研
修

―
文
化
を
め
ぐ
る
包

摂
的
か
つ
協
働
的
な
活
動
の
可
能
性
」

事
務
局b

unkazai@
m

inp
aku.ac.jp

みんぱくゼミナール
会場　みんぱくインテリジェントホール（講堂）
参加無料、申込不要（定員400名）

第560回
9月20日（土）13時30分～ 15時（開場13時）
アジア・オセアニアの舟と人類
―みんぱく舟資料からの検討
講師 小野林太郎（本館 教授）
人類史における舟の出現と利用は、わたし
たちホモ・サピエンスの誕生以降といわれま
す。本講演では本館の舟資料よりアジアや
オセアニアの舟と人類の歴史や共通性、地
域性について考えます。

第561回
10月18日（土）13時30分～ 15時（開場13時）
台湾原住民族アート史
講師 野林厚志（本館 教授）
企画展に出展している台湾の原住民藝術家
とその作品を中心に紹介します。台湾のな
かだけではなく、国際的にも知られるように
なっている台湾原住民族アートの歴史につ
いて解説します。

企画展の内容を相談する原住民藝術家（台湾、2025年）

みんぱくウィークエンド・
サロン−研究者と話そう　　　
本館の研究者が「みんぱくの展示資料」「調
査している地域（国）の最新情報」「現在取り
組んでいる研究」についてわかりやすくお話
しします。
会場　本館展示場（ナビひろば）
※定員なし（ご自由に参加いただけます）
※申込不要、要展示観覧券（一般780円、
特別展をご覧になる場合は一般1,200円）

※イベント参加費は不要

9月14日（日）14時30分～15時15分
舟の人類史
―移動・漁・信仰
話者　小野林太郎（本館 教授）
人類史において舟やカヌーの出現とその本
格的な利用は、わたしたちホモ・サピエンス
以降だといわれています。本サロンでは人
類史的な視点もふまえつつ、本館が所蔵し
てきたアジアやオセアニアの海域世界にお
ける多様な舟について、展示に触れつつ紹
介します。

10月5日（日）14時30分～15時30分
古代日本の舟とその特徴
―船形埴輪と出土船材からの検討
話者　小野林太郎（本館 教授）
 宮原千波（総研大 博士後期課程／
 日本学術振興会 特別研究員DC1）
日本列島では、舟は人びとの暮らしに欠か
せないものでした。本サロンでは、古代の
日本列島で用いられた準構造船とよばれる
木造船について、古墳に置かれた船をかた
どった埴輪や遺跡から出土した船の破片など
の考古資料からわかったことをお話しします。

国立民族学博物館 広報係
電話  06-6878-8560 （9時〜17時、土日祝を除く）　 FAX  06-6875-0401
お問い合わせフォーム https://www.minpaku.ac.jp/information/contactus/form/

友の会講演会
会場：本館2階第5セミナー室（定員70名）
参加形式：会場もしくはオンライン配信
友の会会員：無料
一般（会場参加のみ）：500円
※事前申込制、先着順
※会員は会場参加の場合、事前申込不要

第564回　9月6日（土）13時30分～ 15時
私のアンデス研究半世紀
講師　関雄二（本館 館長）

第565回　10月4日（土）13時30分～ 15時
海を越えた人類の移住と舟
―海域アジア・オセアニアの事例から
講師　小野林太郎（本館 教授）
舟はいつ誕生したのでしょうか？　カヌーなど

の水域を移動する道具の本格的な利用は、
わたしたちホモ・サピエンスの出現以降とい
われています。サピエンスが、海域アジア
やオセアニアへと進出できた背景として、人
間を乗せて水域を超えることのできる舟の存
在は重要です。本講演では、そんな舟と人
類の歴史を、みんぱくが所蔵する多数の舟
資料に基づきながら紹介します。
※講演会終了後、講師とともに特別展にて
見学会をおこないます。（要会員証もしくは
要特別展示観覧券［一般1,200円］）

東京講演会
友の会会員：無料、一般：500円
※事前申込制、先着順
※オンライン配信はありません。

第140回　9月28日（日）13時30分～ 15時
ユダヤ・ディアスポラ文化と
現代イスラエル国家
―そのねじれの深層を読み解く
講師　赤尾光春（本館 特任助教）
会場　JICA地球ひろば セミナールーム600
 ［JICA市ヶ谷ビル］
定員　45名
後援　JICA地球ひろば

第141回　11月2日（日）13時30分～ 15時
「原住民藝術家」として
語る／語らない人びと
講師　田本はる菜（成城大学 専任講師）
会場　モンベル御徒町店4階サロン
定員　50名
協賛　株式会社モンベル

友の会 講演会・セミナーへのお申し込みは友の会ホームページ内の受付フォームをご利用ください。
　　　　　     国立民族学博物館友の会 （公益財団法人千里文化財団）
電話  06-6877-8893 （9時～17時、土日祝を除く） FAX  06-6878-3716
E-mail minpakutomo@senri-f.or.jp  https://www.senri-f.or.jp/minpaku_associates/

お問い合わせ先

伝統の交易の海を走る
（パプアニューギニア、2011年）

ⓒ海工房

みんぱくホームページ
催し物のご案内
https://www.minpaku.ac.jp/event/

イベントの詳細・予約はこちら

各イベントについて、
詳しくはホームページを
ご覧ください。
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 推しコレポイント 

王母像の素材に注目！　この真鍮製の馬蹄形（ばてい
けい）は、西アフリカの現地通貨で「マニラ」とよばれる。
語源はポルトガル語（あるいはスペイン語）の「腕輪」と
され、ヨーロッパとの交易で奴隷の支払いに用いられた。

かつてベニン王宮を彩った真鍮製の装飾板のひとつ、
みんぱくが所蔵するこのレリーフ（複製）は、魚足王が
モチーフとなっている（ナイジェリア、H0174737）

国際奴隷博物館所蔵のマニラ。サイズはさまざまだ
（イギリス リヴァプール、2023年）

0 50mm

王母の頭像（複製）
※実物は大英博物館蔵
標本番号│H0009676
地域│ナイジェリア
展示場│アフリカ

ベニン・ブロンズの略奪

みんぱく本館展示場、ヨーロッパからアフ
リカへと地域が切り替わる場所に、その像は
ある。ベニン王国王母の頭像。わたしはここ
を通るたびに写真を撮りながら、「ごきげん
よう」と声をかける。わたしのお気に入りの
この像は、「ベニン・ブロンズ」と総称される。
ブロンズ（主成分は銅と錫

すず

）というものの、
主軸は真

しん

鍮
ちゅう
（銅と亜鉛）の鋳物で、ロストワッ

クス製法という独特の手法で作られた。象牙
製のものを含めて王や王母、王妃の頭像が多
いのは、祭政一致の王国にあって、死後もそ
こに魂が宿ると考えられたからだとされる。
また、首都ベニン・シティの王宮を彩った多
くの装飾板には精巧で緻密なレリーフが施さ
れ、王（オバ）の功績を年代記のように刻んだ。
現在のナイジェリア南西部にあったベニン
王国は、13世紀ころに興

おこ

り、15世紀末のポ
ルトガルを皮切りにヨーロッパ諸国との奴隷
貿易で繁栄し、16、17世紀に全盛期を迎えた。
王母頭像は16世紀前半の王エシギの母イディ
アに始まるとされ、この頭像も
現存する４つのイディア頭像の
ひとつ、大英博物館が所蔵する
ものの複製である。
1897年、イギリスは外交使節
への襲撃を口実にベニン王宮を
攻撃し、ベニン・ブロンズや象
牙などを略奪した。イギリスに

運ばれたベニン・ブロンズは、大英博物館を
はじめとする欧米の博物館へと流れた。
それから120年余りが過ぎた現在、欧米の
博物館はその返還問題に揺れている。

そもそも誰のもの？

奪ったものは元の持ち主に返さねばならない。
だが、話はさほど単純ではない。ベニン王国
の繁栄を支えた奴隷貿易が、21世紀の今、「人
道に対する罪」として厳しく弾劾されている
からである。
ベニン・ブロンズの素材は、奴隷の支払い
に用いられた真鍮製の現地通貨マニラ。奴隷
貿易を通じて安定供給されるようになったマ
ニラを溶かして作られた。真鍮の配合成分か
らは、18世紀以降、マニラの製造拠点はイギ
リスのバーミンガムだったことがわかってい
る。イギリスは他の欧米諸国に先駆けて奴隷
貿易を廃止し、奴隷制度廃止運動の旗手とな
り、マニラの製造も中止された。だが、その
後も植民地交易のなかでマニラは使われ続け、
ベニン・ブロンズの生産を支え続けた。

奴隷の対価で作られたベニン・
ブロンズは誰のもの？　誰が所
有するのが「正しい」のだろうか。
「あなたはどう思う？」―今
日も王母は、ヨーロッパとアフリ
カの狭

はざ

間
ま

で、挑むようにささやく。

王母はささやく

推しコレ図鑑

井
い
野
の
瀬
せ
 久
く
美
み
惠
え
　 人間文化研究機構 監事
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西アフリカ各地の仮面や木像の数 （々写真はすべてセネガル ギロール市、2023年）

博物館の看板にはヨルバの仮面 マリで発掘された素焼き

セ
ネ
ガ
ル
で
の
調
査
中
、
現
地
で
働
く
日
本
人
の
友
人
ら
と
「
せ
っ

か
く
だ
か
ら
リ
ゾ
ー
ト
地
に
で
も
行
こ
う
」
と
話
が
ま
と
ま
り
、
休
日

を
利
用
し
て
中
部
の
シ
ン
・
サ
ー
ル
ム
地
方
へ
向
か
っ
た
。
川
沿
い
に

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
が
広
が
り
、
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
立
ち
並
ぶ
こ
の
一

帯
は
、
欧
米
人
観
光
客
に
人
気
が
高
い
地
域
で
あ
る
。
こ
う
い
う
機
会

で
も
な
け
れ
ば
調
査
地
を
離
れ
る
こ
と
も
な
い
。
行
き
先
の
町
周
辺
の

地
図
を
眺
め
て
い
た
と
き
、
近
く
の
町
ギ
ロ
ー
ル
に
「
西
ア
フ
リ
カ
文

化
の
美
術
と
歴
史
博
物
館
」
と
い
う
施
設
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

な
ぜ
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
と
、
ふ
ら
り
訪
れ
て
み
た
。

そ
の
中
身
は
、
地
方
の
観
光
地
に
あ
る
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
充
実
し

て
い
た
。
ジ
ェ
ン
ネ
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
や
ド
ゴ
ン
の
仮
面
、
ヨ
ル
バ
や
ダ

ホ
メ
の
彫
像
な
ど
、
セ
ネ
ガ
ル
に
収
ま
ら
な
い
旧
フ
ラ
ン
ス
領

西
ア
フ
リ
カ
一
帯
（
一
部
旧
イ
ギ
リ
ス
領
）
の
品
々
が
所
狭
し

と
並
ん
で
い
た
。
そ
の
展
示
の
質
は
、
首
都
ダ
カ
ー
ル
の
国
立
博
物
館

を
も
凌し

の

ぐ
勢
い
だ
。
館
内
は
欧
米
人
の
ツ
ア
ー
客
で
賑に
ぎ

わ
っ
て
い
た
。

い
っ
た
い
誰
が
、
な
ぜ
こ
ん
な
博
物
館
を
作
っ
た
の
か
。
帰
宅

後
、
改
め
て
詳
細
を
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
博
物
館
は
フ
ラ
ン
ス
人

美
術
コ
レ
ク
タ
ー
の
レ
ジ
ナ
ル
ド
・
グ
ル
ー
が
私

財
を
投
じ
て
創
設
し
た
も
の
だ
っ
た
。
自
身
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示
案
を
セ
ネ
ガ
ル
文
化
大
臣
に

送
っ
た
と
こ
ろ
、
あ
っ
さ
り
と
認
可
が
下
り
、

二
〇
一
八
年
に
開
館
し
た
と
い
う
。

い
ま
欧
米
で
は
、
植
民
地
時
代
に
持
ち
出
さ
れ

た
ア
フ
リ
カ
美
術
品
の
返
還
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ

て
い
る
。
旧
フ
ラ
ン
ス
領
の
セ
ネ
ガ
ル
に
置
か
れ

た
マ
リ
や
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
な
ど
の
展
示
品
も
、
い
ず
れ
返
還
を
求
め

る
議
論
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
グ
ル
ー
は
自
身
の
コ
ラ

ム
で
返
還
に
は
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
つ
つ
、
私
設
博
物
館
や
収
集
活
動

は
「
正
当
な
手
続
き
」
で
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
強
調
し
、
ア
フ
リ
カ
文

化
の
保
全
と
再
評
価
に
資
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
意
志
は
確
か

に
、
こ
の
博
物
館
に
体
現
さ
れ
て
い
た
。

と
は
い
え
、
フ
ラ
ン
ス
人
コ
レ
ク
タ
ー
の
手
で
集
め
ら
れ
た
西
ア
フ

リ
カ
の
歴
史
的
な
品
々
が
、
セ
ネ
ガ
ル
の
リ
ゾ
ー
ト
地
に
収
め
ら
れ
て

い
る
と
い
う
現
状
を
、
わ
た
し
た
ち
は
ど
う
眺
め
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う

か
。
ふ
ら
り
の
つ
も
り
が
、
難
し
い
問
い
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
。

西アフリカ文化の美術と歴史博物館 （セネガル ギロール市）

リゾート地の片隅で

池
いけ

邉
べ

 智
とも

基
き

　 民博 助教

シン・サールム地方のリゾート地ンダンガンから北東のギロール市にある西アフリカ
文化の美術と歴史博物館まで車で約17分。公式サイト https://mahicao.org/
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繰り返す波、森、雲、高速船のモーター音
（ペルー、2019年）

ひしめきあう高速船の船内
（ペルー、2019年）

カ
フ
ェ
オ
レ
色
の
水
面
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
へ
り
、

雲
の
漂
う
空
、
三
層
の
景
色
が
単
調
に
繰
り
返

す
。
南
米
ペ
ル
ー
の
ア
マ
ゾ
ン
川
上
流
域
で
の
船

旅
で
の
眺
め
だ
。

船
旅
は
ナ
ウ
タ
と
い
う
街
か
ら
始
ま
っ
た
。
ペ

ル
ー
領
内
で
ア
マ
ゾ
ン
源
流
の
マ
ラ
ニ
ョ
ン
川
と

ウ
カ
ヤ
リ
川
が
合
流
し
て
本
流
に
な
る
。
ナ
ウ
タ

は
こ
の
合
流
点
に
近
く
、
三
方
面
の
航
路
の
結
び

目
だ
。
出
発
の
前
の
日
、
大
き
な
フ
ェ
リ
ー
が
停

泊
し
、
屈
強
な
男
た
ち
が
荷
を
担
い
で
甲
板
と
ト

ラ
ッ
ク
を
行
き
来
し
て
い
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
タ

マ
ネ
ギ
、
レ
タ
ス
、
卵
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ビ
ー
ル
と

い
っ
た
品
々
が
降
ろ
さ
れ
て
い
っ
た
。
甲
板
に
は

五
〇
頭
ば
か
り
の
ブ
タ
と
ウ
シ
が
ひ
し
め
き
合
っ

て
い
た
。
ア
マ
ゾ
ン
で
は
、
こ
う
し
て
人
も
動
物

も
商
品
も
船
で
運
ば
れ
る
の
だ
。
フ
ェ
リ
ー
は
次

の
日
に
は
マ
ラ
ニ
ョ
ン
方
面
へ
遡
る
そ
う
だ
。

わ
た
し
は
先
住
民
シ
ピ
ボ
の
フ
リ
オ
と
、
ウ
カ

ヤ
リ
川
を
遡
ろ
う
と
し
て
船
着
き
場
で
チ
ケ
ッ
ト

を
買
っ
た
。
わ
た
し
た
ち
の
出
発
は
夜
明
け
前
。

水
面
か
ら
の
風
は
ま
だ
冷
た
い
の
に
、
さ
っ
き
の

男
た
ち
は
裸
で
寝
て
い
る
。
せ
っ
か
ち
な
フ
リ
オ

は
待
ち
き
れ
な
さ
そ
う
だ
。
わ
た
し
た
ち
の
船
は
、

「
ラ
ピ
ド
」
と
よ
ば
れ
る
高
速
船
で
、
モ
ー
タ
ー

が
二
〜
三
台
装
備
さ
れ
た
、
細
長
い
一
〇
メ
ー
ト

ル
弱
の
タ
イ
プ
だ
。
旅
客
を
ぎ
っ
し
り
シ
ー
ト
に

の
せ
て
、
席
の
下
や
屋
根
の
上
に
、
生
き
た
ニ
ワ

ト
リ
か
ら
小
型
の
バ
イ
ク
ま
で
載
せ
て
い
る
。

目
的
地
ま
で
、
ウ
カ
ヤ
リ
川
の
航
行
は
二
〇
時

間
以
上
か
か
っ
た
。
川
は
う
ね
う
ね
と
激
し
く
蛇

行
し
て
い
る
の
で
、
直
線
で
は
な
く
大
回
り
し
な

が
ら
進
ん
で
い
く
。
自
然
あ
る
い
は
人
工
の
細
流

に
入
っ
て
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
し
て
、
朝
も
昼
も
夜

中
も
進
ん
で
も
、
船
旅
は
終
わ
ら
な
い
。
延
々
と

繰
り
返
す
景
色
の
な
か
で
、
進
ん
で
い
る
の
か
ど

う
か
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
あ
い
だ
、
わ
た

し
は
ず
っ
と
、
反
復
す
る
景
色
を
見
た
り
寝
た
り

し
て
過
ご
し
た
。
途
中
で
少
女
た
ち
が
弁
当
を
売

り
に
来
る
。

先
住
民
の
人
び
と
の
世
界
観
で
は
、
地
上
、
天

空
、
水
の
下
と
、
こ
の
世
は
何
層
か
の
円
盤
か
ら

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
始
原
の
時
代
に
カ
ヌ
ー
に

変
身
し
た
ア
ナ
コ
ン
ダ
が
人
び
と
を
の
せ
て
、
こ

の
ウ
カ
ヤ
リ
川
を
遡
っ
た
の
だ
と
い
う
。

ア
マ
ゾ
ン
の
長
い
船
旅
は
始
原
に
遡
る

�

神か
ん

崎ざ
き 

隼は
や

人と

　 

大
阪
大
学 

助
教
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ルーマニア

ブカレストブカレスト

キシナウキシナウ

モルドバウクライナ

ブルガリア

ブラショブブラショブ

キシナウのクリスマスツリー。わたしの心情はこの曇天よりも暗かった
（モルドバ キシナウ、2019年）

ブラショブのクリスマスツリー。申請却下を知る直前に撮影
（ルーマニア ブラショブ、2019年）

当時、里親家庭で暮らしていた男の子と。夜の街で
（ルーマニア ブラショブ、2019年）

二度目の申請で獲得した滞在許可証。手に取ったときの喜
びといったら（ルーマニア ブラショブ、2020年）

2019年10月4日のフィールドノートより抜粋。
とあるNGOの活動内容やオフィスのレイアウトに関する記録 移

民
局
か
ら
待
ち
ぼ
う
け

二
〇
一
九
年
九
月
、
わ
た
し

は
東
欧
ル
ー
マ
ニ
ア
に
渡
っ
た
。

日
本
人
は
九
〇
日
間
の
短
期
滞

在
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
長

期
滞
在
許
可
は
入
国
後

に
し
か
申
請
で
き
な
い
。

そ
の
た
め
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
始
め
る
た

め
に
は
、
ま
ず
長
期
滞

在
許
可
の
取
得
が
必
要

で
あ
る
。

現
地
受
け
入
れ
先

N‌

G 

O
代
表
の
ア
ナ
マ

リ
ア
（
仮
名
）
か
ら
助

言
を
受
け
つ
つ
、
申
請

を
し
た
の
が
一
〇
月
末
。

朝
か
ら
移
民
局
に
並
ん

で
書
類
は
提
出
。
あ
と
は
手
続
き
完
了
の

連
絡
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
一
二
月
に
入
っ
て
も
、
何
の

連
絡
も
な
い
。
当
時
の
わ
た
し
は
ル
ー
マ

ニ
ア
語
が
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
移
民
局
と
の
や
り
と
り
は
ア
ナ

マ
リ
ア
が
お
こ
な
っ
て
い
た
。
状
況
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
知
り
た
く
て
何
度
か

尋
ね
て
み
た
が
、「
連
絡
は
な
い
、
待
つ

し
か
な
い
」
と
繰
り
返
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
が
迫
る
一
二
月
中
旬
、
彼
女

か
ら
伝
え
ら
れ
た
。「
申
請
が
却
下
さ
れ

た
」
と
。

滞
在
許
可
の
取
得
、失
敗
…
…

晴
天
の
霹へ

き

靂れ
き

と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で

あ
る
。
孤
児
が
他
者
と
結
ぶ
「
家
族
」
関

係
の
調
査
を
お
こ
な
お
う
と
し
て
い
た
わ

た
し
は
、
児
童
養
護
施
設
で
活
動
す
る

N 

G 

O
や
里
親
家
庭
を
支
援
す
る
N 

G 

O

な
ど
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
団
体
と
協
力

関
係
を
築
き
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
少

し
ず
つ
参
加
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
。

施
設
訪
問
へ
の
同
行
も
内
諾
を
得
て
い
て
、

年
明
け
か
ら
調
査
が
本
格
始
動
す
る
と
い

う
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
改

め
て
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
こ
う
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
移
民
局
か
ら
書
類
の
不
備
に

関
す
る
連
絡
が
あ
っ
た
の
で
彼
女
は
不
備

を
訂
正
す
る
た
め
に
動
い
て
い
た
が
、
そ

れ
に
か
な
り
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
そ
の
こ
と
を
移
民
局
に
連
絡
し
て

い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
移
民
局
側
か
ら
す

る
と
書
類
の
不
備
を
指
摘
し
た
ら
音
沙
汰

な
し
。
だ
か
ら
申
請
却
下
。
納
得
の
い
く

理
由
で
あ
る
。

そ
の
と
き
の
感
情
を
ど
う
表
現
し
た
ら

よ
い
だ
ろ
う
か
。
怒
り
、
失
望
、
悲
し
み
、

呆ぼ
う

然ぜ
ん

、
焦
燥
、
不
安
。
ア
ナ
マ
リ
ア
に
対

す
る
悪
感
情
が
も
っ
と
も
強
か
っ
た
よ
う

に
思
う
が
、
シ
ョ
ッ
ク
が
大
き
す
ぎ
て

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
を
付
け
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
、
不
確
か
な
記
憶
し
か
残
っ
て
い

な
い
。

緊
急
避
難
で
モ
ル
ド
バ
共
和
国

だ
か
ら
と
い
っ
て
立
ち
止
ま
っ
て
も
い

ら
れ
な
い
。
と
に
か
く
ル
ー
マ
ニ
ア
を
出

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
緊
急
避
難
と
い
う

こ
と
で
隣
国
の
モ
ル
ド
バ
共
和
国
へ
向

か
っ
た
。
モ
ル
ド
バ
は
公
用
語
が
ル
ー
マ

ニ
ア
語
で
あ
り
、
歴
史
的
に
も
深
い
結
び

つ
き
が
あ
る
。
何
か
の
足
し
に
は
な
る
だ

ろ
う
。
し
か
も
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
短
期
滞

在
の
ル
ー
ル
は
、
任
意
の
基
準
日
か
ら
過

去
一
八
〇
日
間
で
九
〇
日
滞
在
で
き
る
と

い
う
も
の
。
あ
と
三
カ
月
を
モ
ル
ド
バ
で

過
ご
せ
ば
、
ま
た
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
、
か

も
し
れ
な
い
。

三
カ
月
が
経
っ
た
。
し
か
し
、
わ
た
し

は
ル
ー
マ
ニ
ア
に
戻
れ
な
か
っ
た
。
審
査

期
間
中
だ
っ
た
た
め
適
法
範
囲
内
と
は
い

え
、
ル
ー
マ
ニ
ア
で

オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
し
て

い
た
こ
と
が
理
由
だ
っ

た
。
二
〇
二
〇
年
三
月

一
四
日
、
失
意
の
な
か
、

日
本
へ
の
帰
途
に
つ
い

た
。二

〇
二
〇
年
八
月
、

ル
ー
マ
ニ
ア
に
再
渡
航

し
た
わ
た
し
は
、
ア
ナ

マ
リ
ア
と
長
期
滞
在
許

可
取
得
に
改
め
て
挑
戦

し
、
許
可
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
後
、
調
査
は
順
調
に
進

み
、
二
〇
二
一
年
八
月
に
帰
国
す
る
こ
と

と
な
る
。

一
見
す
る
と
、
滞
在
許
可
を
得
ら
れ
ず
、

調
査
を
延
期
し
た
だ
け
の
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
出
来
事
は
む
し
ろ
、
わ
た

し
に
調
査
を
進
め
る
機
会
を
与
え
て
く
れ

て
い
た
。
そ
れ
は
申
請
し
て
い
た
滞
在
許

可
の
種
類
と
渡
航
時
期
に
理
由
が
あ
る
。

わ
た
し
が
申
請
し
て
い
た
滞
在
許
可
で
は
、

滞
在
期
間
を
最
長
一
年
間
と
し
て
延
長
が

で
き
ず
、
ま
た
再
申
請
も
数
年
間
で
き
な

く
な
る
。そ
し
て
、二
〇
一
九
年
末
は
ち
ょ

う
ど
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
た
時
期
だ
っ
た
。

も
し
、
予
定
通
り
に

滞
在
許
可
を
得
て
い
た

ら
、
児
童
養
護
施
設
を

含
む
各
機
関
の
外
来
者

受
け
入
れ
禁
止
期
間
と

重
複
し
、
調
査
な
ど
ま
っ

た
く
で
き
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。
事
実
、
施
設
で
の

活
動
を
再
開
で
き
た
の

は
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月

に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

偶
然
で
は
あ
る
が
、
滞
在

許
可
申
請
却
下
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
わ
た
し
は

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
お
こ
な
う
こ
と
が

で
き
た
の
だ
。

浅あ
さ

田だ 

直な
お

規き

　 

民
博 

助
教

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
始
ま
ら
な
い
？



フィルめし
ちょっと腹ごしらえ。サクッと食べて、またフィールドへ

202025.9

中国系のレストランのチョプスイ。具材は鶏肉、タマネギ、ニンジン、ロ
ングビーン。オイスターソースが香る。卓上には酢も用意されている
（フィジー共和国 ヴァヌアレブ島 サブサブ、2025年）

2024年、わたしはフィジー共和国ヴァヌアレ
ブ島にある先住系フィジー人の村でフィールドワー
クをしていた。その滞在生活を支えたのがチョプ
スイとよばれる中華風野菜炒

いた

めだった。村は最寄
りの街サブサブまでバスで2時間かかり、まだ電気、
ガス、水道といったインフラも十分に整備されて
いない。一方で、山と海に囲まれた自然環境のな
かで、主食のタロイモやキャッサバ、魚介類など
多くの食材は自給でき、住民たちは食べ物に困る
ことがない生活を営んでいる。

しかし実際のわたしの食生活は栄養面や食の楽
しみという点で難題を抱えていた。滞在していた
高齢夫婦の家では、肉は特別なイベントのときに
スーパーで買ってくる鶏肉くらいで、月に1度食卓
に並べば良い方だった。また野菜は安く購入でき
るタマネギくらいしか食事に入っていないことも
多かった。そしてさらに追い討ちをかける問題が
あった。村人たちには最後まで黙っていたが、じ
つはわたしは魚が苦手である。食卓に出されれば
無理して食べていたが、1匹の半分が限度であった。

そんなわたしの栄養摂取源兼楽しみとなって
いたのは、街に行った際にレストランで食べるチョ
プスイであった。チョプスイはそぎ切りにした鶏
肉やラム肉に、ニンジン、タマネギ、ササゲ豆のよ
うなロングビーンを炒めたもので、基本の味付け
は醬

しょう

油
ゆ

である。もともとはアメリカへ移住した中
国系移民が広めた料理とされているが、今ではフィ
ジーの多くのレストランで提供されているポピュ
ラーな料理だ。

調査中、サブサブの街にあるほぼすべてのレス
トランのチョプスイを食べた。そのなかで、チョ
プスイの微妙な違いが見えてきた。調理人が中国
系なのか、インド系なのか、先住系フィジー人な
のかで、具材や味付け、お皿の使い方などがわず
かに異なるのだ。例えば、中国系の店ではオイス
ターソースが効いてコクがあり、インド系の店で
は唐辛子が効いていて少し辛口であったり、パク
チーが入っていたりする。先住系フィジー人が調
理する店では、基本の醬油味をしっかり効かせた
仕上がりが多い。チョプスイはこうした多民族国
家フィジーならではの違いを感じながら楽しめる
料理でもあった。わたしの調査生活を密かに支え
てくれた一皿に感謝したい。

わたしを支えたチョプスイ
大
おお

島
しま

 崇
たか

彰
あき

　 東京都立大学大学院 博士後期課程
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大阪市内で大
おお

川
かわ
（旧淀

よど
川
がわ
）を手製のペットボトルカヌーで下る人を見た。

舟の形はしているが、素材のペットボトルは加工せずお互いを接着させるだけ
の単純な構造だから、丸太イカダにも近い。原初的な舟なのだった。

本誌 3 ページの地図を見ると、紀元前 1800 年ごろには中国南部からフィ
リピン群島に渡って、ヒトはすでに新天地を拓

ひら
いていた。4000 年、いや、もっ

とむかしに水平線の彼方まで航海できるレベルに、舟をヒトは進化させていた
とはびっくり！　大海に挑んだ先人の勇気にもびっくり！

次いで神崎隼人さんの記事（17 ページ）。アマゾンを遡上した最初のヒトは、
アナコンダが変身したカヌーにのったという。そのカヌーとは、自分をのみこむ
かもしれないアナコンダを信じ
て「板

いた
子
ご

一枚下は地獄」
に挑んだ勇気の比喩な
のではなかろうか。

海、舟のロマンを感じ
る特別展を､ぜひお楽しみく
ださい。　　　　　　　　　
（樫永真佐夫）

ぱくっ！とフィルめし
20ページ

だって調査だもの
18ページ

推しコレ図鑑
14ページ

次号の予告  10 月号

特集「無限！台湾原住民アート」（仮）

ふらりミュージアム
16ページ
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